














-医療の質を確保するドイツ医師職能団体の機能から- (POLICY STUDY No.11)



























































































講 師:四元 弘子 弁護士(森・濱田松本法律事務所)
「行政機関の保有する個人情報保護に関する法律」について、近年個
人情報の保護については慎重に取り扱わないと訴訟を受けかねない情勢































































・10/ 4 久世 和資: 日本アイ・ビー・エム  東京基礎研究所所長
6
「サービスサイエンスの意義と将来展望」
・10/17 藤田 和男: 芝浦工業大学 MOT 専門職大学院 工学マネジメント研究科教授
「石油・ガス資源開発における先端技術 -資源量・生産能力評価にど
のような影響を与えるか-」
・10/19 徐 向東: キャストコンサルティング 代表取締役社長
「中国新"中間層"台頭」
・10/27 ポンショ・マルピン: 南アフリカ共和国 科学技術省フロンティアプログラム課長
 "Innovation System for Development: South Africa Rising to New
Challenges"
チャールズ・モコノト: 南アフリカ共和国 国際イノベーション諮問会議 (NACI) 科学
技術指標担当
 "Learning from the R&D Surveys 2001/2 and 2003/4"
○ 新着研究報告・資料
・「科学技術の社会的ガバナンスにおいて専門職能集団が果たす自律的機能の検討
-医療の質を確保するドイツ医師職能団体の機能から-」 (POLICY STUDY No.11)
・"Science & Technology Trends Quarterly Review 2005 No.17"
・「科学技術動向 2005 年 10 月号」(10 月 25 日発行)
レポート 1   情報通信分野における特許の活用-ライセンスして市場をリードする-
客員研究官 山田 肇
レポート 2   人道的地雷検知・除去技術と国際貢献への道
客員研究官 佐藤 源之
レポート 3   わが国における地震防災の最近の動向
総括ユニット 菅沼 克敏
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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